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医師国家試験に挑戦しよう！  問題：P59、回答と解説：p64  
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前回はゲノム編集を取りあげました。今は体細胞が対象ですが、生殖細胞のゲノム編集に向かう可能性もありま

す。ここ数回は「生」に関して生殖細胞への介入をみてきましたが、今回は「早すぎる誕生（早産）」を取りあげま

す。 

 

塗り替えられた超低出生体重児の記録 

いつから胎児は子宮の外で生存できるのか 

超早産児に対する積極的な蘇生に関する生命倫理的指針 

蘇生が優先される社会的傾向 

日本は生命至上主義的傾向にある 

おわりに 

表：超低出生体重児における蘇生を中心とする救急医療方針 
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編集後記 
★先日、芸能人の違法薬物使用による逮捕が報道された。Body Packer（違法薬物をコンドームなどで包み、飲

み込んで海外から持ち込む人）が、急性中毒で死亡したという報道もあった。アルコールや睡眠剤・安定剤の依

存症も増えているといわれている★人はどうして依存症になるのであろうか？ 依存症の本質は「快感の追求」

ではなく、「心理的苦痛の減少・緩和」であるとされている。薬物を使用する前から、心理的苦痛を抱えており、生

きづらさを解決するために薬物を使う★時に依存者はあえて自分を困難な事態に陥れる選択をする。苦痛の減

少・緩和とは逆と思えるが、実は、「コントロールできない苦痛」を苦痛でも理解できる状況に置くことで、「コントロ

ールできる苦痛」に置き換えるプロセスであり、苦痛の緩和に役立っていると考えられている★日本の薬物依存

症者の治療の体制は極めて悪い。一人で苦痛をコントロールするのではなく、信頼できる人に助けを求めるほう

が良いことを理解できる環境が必要である。社会の中で、生きづらさを軽減できるような人との繋がりこそが、薬

物依存の対策として求められている。（お） 


